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令和10（2028）
年度

令和11（2029）
年度

令和12（2030）
年度

増築棟

既存棟

増築・火葬炉増設工事
運営
準備 供

用
開
始既存棟改修工事

◼ 増築棟と既存棟の工程スケジュール

◼ 増築棟と既存棟の工事工程案

※グラフは「臨海斎場施設整備基本方針」を踏まえ作成

※年間の火葬対応件数
増築後は既存棟と合わせ２０炉となる（予備炉１炉のため普段は19
炉で運営）。
19炉×３回転/日×年間350営業日＝19,950件/年とする予定。

主に下記の工事について、工事中の火葬事業運営における柩
や会葬者動線、式場等諸室利用への影響と対策の検討が課
題となっている。
◇法改正に伴う工事
エスカレーター更新工事（写真・右）
特定天井改修工事（写真・左下）

◇北側外装・鉄骨階段工事（写真・右下）
 増築棟への動線確保のため向きを変える。

◼ 既存棟改修工事の主な内容と課題

令和10年度の工事着工を目標に、既存棟改修設計を
進めている段階である。
令和10年度から増築棟新築工事及び火葬炉増設工事
を始め、令和11年度より既存棟改修工事に着手する方向
で調整しており、令和12年度内の供用開始を目指している。
増築棟新築工事、既存棟改修工事のいずれの工事におい
ても、既存棟を運営しながら進める方針としている。
今後も引き続き改修設計を進めつつ、工事中における既
存棟の運営方法について検討を深めていく。

臨海斎場施設整備事業の進捗について

◼ 概算工事費の試算

◇増築棟新築工事 約76.9億円（火葬炉・保冷庫設備含む）
◇既存棟改修工事 約 9.9億円
合計 約86.8億円

※令和８年６月時点での試算。
※実施設計、初度調弁、施工監理などの経費は含まない。

エスカレーター更新工事 左：のぼり 右：くだり

特定天井改修工事 北側外装・鉄骨階段工事
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◼ サウンディング型市場調査（公募式）の実施について

◼ 都市計画変更決定について

（１）趣旨
近年、人件費や資材費の増加による建設コストの高騰、働き方

改革や人材不足等の影響により、施工体制の確保が困難であるこ
とに関係すると考えられる入札不調不落が課題となっている。
さらに、このたびの施設整備では、臨海斎場の運営をできる限

り維持しつつ、会葬者等斎場利用者の安全を確保したうえで工事
を施工する必要がある。
こうした状況を踏まえ、令和８年度中にサウンディング型市場

調査（公募式）を実施する。本事業に対する取組意欲、工事計画
時期の繁忙度、工事スケジュールや施工体制等について、組織区
及びコンサル事業者と連携し施工事業者との対話を行い、適正な
工事発注の検討につなげたい。
なお本調査への参加実績は、施工者選定等における評価とは関

係しない。

（２）想定スケジュール
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10月頃 11月頃 令和９年２月頃

令和８年３月27日  住民説明会
 →来場者３名 質疑・意見なし

６月15日  都知事協議
 →都としての意見はない旨の回答

６月22日  大田区都市計画審議会
 →事前協議済

７月15日～29日  案の公告・縦覧
→意見書の提出なし

10月頃  大田区都市計画審議会への付議
11月頃  都市計画の決定・告示
11月～12月頃  都へ事業認可の申請

これまでの進捗と今後の予定
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